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１ 学校地域の概要 

      「周防にある 岩国山を越えるひは たむけよくせよ あらきこの道」 

  この句は、万葉の頃（奈良時代）防人が、広島から小瀬川（山口県と広島県との県境を流れ 

川の名称）沿いの中津原（今の大竹市）を通り、県境にある和木町をぬけ、岩国山を越え、関 

戸、多田、御庄、柱野、欽明路へと至る途中で詠んだものといわれている。和木町から、藤河 

地区を抜ける道は、今はすっかり整備された道路が通り、国道２号線の交通渋滞の緩和に大き

く役立っている。この道は、江戸時代の終わり、囚われの身となった吉田松陰が江戸に送られ

る際にも通った道でもある。さて、この歌が詠まれた頃から、藤河地区はすでに開けており、

駅馬（官吏などの公用の旅行のために、諸道の各駅に備えた馬）や伝馬（中央・地方間の情報

伝達システムとして整備されたものであるが、中世になると廃止）などが整備され、九州と中

国地域を結ぶ交通の要路として、藤河地区の歴史は始まったといわれている。今では、新幹線

の駅や高速道路のインターチェンジもあり、現在の交通の要所として発展している。しかし、

残念なことに藤河地区は、錦川沿いにあるが地勢が低く、ちょうどこの地区が川のわん曲地点

にあたり、川の増水氾濫に度々見舞われることが多く、残念ながら万葉の頃を忍ばす歴史や資

料はほとんど残っていない。 

  現在藤河小学校のある藤河地区は、観光地で有名な名 

 橋「錦帯橋」より約６キロメートル上流の錦川沿いの集 

 落からなっている。南は錦川沿い、北は２００～３００ 

 ｍ前後の山地があり、その間に耕地と宅地が開かれてい 

 る。本校区は、４地区（多田･阿品･関戸･田原）に分けら 

 れ、近年校区内の宅地化の進行により世帯数が増え、そ 

 れに伴い児童も増加しており、従来からこの地区に住ん 

 でおられる方と、新しくこの地区に来られた方が混在す 

 る地区である。河岸が整備されたとはいえ、近年の台風 

  

   心身ともに健康で たくましい 

      実践力のある 児童の育成をめざした ＰＴＡ活動 

豊かな心の育成と健やかな身体の育成をめざして 

岩国市立藤河小学校 PTA 

平成２７年度指定 

藤河小学校春の情景 

平成２６年度豪雨災害の様子 

左上：平成１７年 台風１４号最高水位 



 （平成１７年台風１４号による錦川の氾濫）や局地的暴雨（平成２６年８月）による多大な被 

 害を受けたことから、連合自治会を中核に学校を含めた公共機関を巻き込んだ災害対策自主防 

 衛組織を結成するなど、各自治会だけの活動に終わることなく学校とも密接な連携を図ってい 

 る。 

 ○ 藤河小学校がめざすもの 

 （１）めざす児童像：「好奇心をもってチャレンジする子」 

       ◇ 進んで学び、よく考える子－自らの課題を解決しようとする子 

       ◇ 明るく素直で思いやりのある子－自分や友だちを大切にする子 

       ◇ 元気でがんばりぬく子－心身ともに健康で、最後まで粘り強くやり抜く子 

  （２）めざす学校像：「活力に満ちた楽しい学校」 

       ◇ 信頼される学校－子ども・教師・保護者・地域が互いに信頼し合い協力する学校 

       ◇ 一人一人を大切にする学校－人間尊重を基盤とし、自他の思いを大切にする学校 

       ◇ 地域に開かれた学校－地域と共に積極的に躍進する安心安全な学校 

 （３）めざす教師像：「夢を語り、確かな力量のある教師」 

       ◇ 温かい教師・・・・・子どもを愛し共に学び共に遊び、子ども理解に努める教師 

       ◇ 情熱のある教師・・・夢を語り、教職に対する強い情熱のある教師 

       ◇ 使命感のある教師・・・豊かな人間性と高い指導力をもち 

                          常に研修と修養に努める教師 

 

        【藤河小の児童像】          【児童を育む教師像】 

  ○ふ → ふるさとを愛する子ども      ファイトあふれる教師 

  ○じ → 時間を守る子ども          自由な発想のできる教師 

  ○か → 考える子ども                   改善･工夫に努める教師 

   ○わ →  わかり合う子ども         わらいのあふれる学級経営 

 

 

   ○ 学校・家庭･地域とが連携して育みたい努力点 

  ①（知） 生きる力をはぐくむ確かな学力の定着  

        考える子ども・わかり合える子ども・時間を守る子ども 

   ・ 一人ひとりの学びを大切にする授業改善と工夫 － わかる授業の推進 

   ・ 個の能力に応じた学習方法や形態の工夫  － 基礎的学力の定着と活用力の育成 

   ・ 自ら学び、考える児童の育成 － 自己表現力の育成 

  ②（徳） 豊かな心の育成 

        考える子ども・わかり合える子ども・時間を守る子ども  

   ・ 一人一人が大切にされる学習環境づくりの工夫 － 居心地のよい学級づくり 

   ・ 自分で考え判断し行動できる力の育成 － 規範意識の高揚 

   ・ 誰とでも仲よく助け合い思いやりのある集団づくり  

  ③（体） 健やかな身体の育成 

         考える子ども・わかり合える子ども 

   ・ 体力づくりを意識した教育活動の推進 

   ・ 命を大切にし、よりよい人間関係づくりを意識した教育活動の推進 



     ・ 食に関する指導の推進 

  ④（連） 開かれた学校づくり 

        ふるさとを愛する子ども・時間を守る子ども 

     ・ 地域での「ひと･もの･こと」の出会いやふれあいによる、コミュニケーション 

    能力の育成 

     ・ 家庭や地域との連携により生活習慣・学習習慣の定着 － 学習の手引きの活用 

                                                              読書活動の推進 

    ・ 学校運営協議会設置に向けた地域との連携強化  

 

２ 藤河小ＰＴＡ組織と専門部の活動 

  ○ 藤河小ＰＴＡ組織図 
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ＰＴＡ会長（１名） 

ＰＴＡ副会長（３名） 

※内１名は市Ｐ連母親代表 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（教頭） 

会計（学校事務職員） 

  

監査（２名） 

顧問(若干名） 

 

 

 

 

 

   

 

研 修 部 

 

保 健 部 

 

校 外 補 導 部 

 

各学年学級委員より２名 

           計１２名 

 

 

各学年学級委員より２名 

           計 ６名 

 

 

各学年学級委員より２名 

           計 ６名 

 

    ○ 役員  会 長    １名 

                副会長    ３名（１名は女性 市Ｐ連へ 藤河小母親代表） 

                学級委員   ２４名（各学年４名選出） 

        監 査       ２名（ＰＴＡ会長の互選により選出） 

        事務局       １名（教頭） 

        会 計        １名（事務職員） 

        顧 問      若干名（前年度の会長または副会長） 

 

 

 

 

 

 

 



 ○ ＰＴＡ専門部の活動 

 

 

 

研 修 部 

 

保 健 部 

 

校 外 補 導 部 

 

目 

的 

目

的 

 

 

 

 ＰＴＡ会員の資質向上を図

るために各種研修会に参加す

るとともに、学級ＰＴＡなど

の充実深化を推進する。 

 

 

 

 児童及びＰＴＡ会員の健康

安全推進のため、学校保健委

員会の企画運営に参加したり

、学校の環境整備を企画運営

をしたりして、保健活動を推

進する。  

 

 児童の望ましい成長と安全

確保のための活動を企画推進

する。  

 

 

 

 

 

部 

員 

構 

成 

 

 

○部 長 １名（女性）  

 ※ＰＴＡ副会長 

 ・市Ｐ連女性代表兼任   

 ○副部長 ２名     

 ○部 員 ９名 

 ○教職員 ４名 

 

○部 長 １名   

 ※ＰＴＡ副会長兼任      

   

 ○副部長 ２名           

 ○部 員 ３名           

 ○教職員 ５名           

 

○部 長 １名   

 ※ＰＴＡ副会長兼任      

   

 ○副部長 ２名           

 ○部 員 ３名           

 ○教職員 ４名           

 

 

活 

 

 

動 

 

 

内 

 

 

容 

 

 

 

 学校・家庭・地域の教育力

を高めるために研修活動を推

進する。 

 

・家庭教育学級の推進 

・ＰＴＡ連合会関係研修会へ

 の参加 

・運動会のＰＴＡ種目や係の

 企画運営 

・地区社会福祉協議会行事へ

 の参加 

・学級ＰＴＡ活動の充実 

・学級会計の監査 

 

 学校保健委員会や学校の環

境整備のための活動を企画運

営する。 

 

・夏休み親子奉仕作業の企画

 運営 

・プール監視当番表の立案 

・学校保健委員会への協力 

・市の学校保健会への参加 

・地区社会福祉協議会行事へ

 の参加 

 

 

 

 児童の安全確保のための対

策や活動を企画運営する。  

 

 

・交通指導の計画運営 

・学校安全ボランティア 

 （保護者パトロールの奨励） 

・学校行事（参観日・学校公

 開・運動会等）での巡視 

・地区生徒指導推進協議会へ

 の参加 

・地区社会福祉協議会行事へ

 の参加 

 

３ 研究テーマについて 

 

心身ともに健康で たくましい実践力のある児童の育成をめざした ＰＴＡ活動 

 

     ○ 豊かな心の育成と未来を生き抜く力の育成 

     ○ 意欲的に取り組むたくましい実践力の育成 

  本校は、昨年度に引き続き山口県ＰＴＡ連合会のＰＴＡ活動支援助成事業指定校として、上

記のテーマを掲げ活動に取り組むことになった。昨年度は、学校と家庭との関わりに視点をお

き研究に取り組んだ。本年度は昨年度からの課題であった、「学校・家庭・地域とがより連携

を深めていく中で、自己の夢の実現に向けた藤河の子どもたちの健全育成」のために、地域の



方々の力を活かし、これまで以上の学校との信頼関係を

醸成しながらＰＴＡとして主体的に活動を進めていくこ

とで、本校ＰＴＡ活動の活性化を促し、子どもたちの社

会性を高め、主体的に物事に取り組んでいこうとする児

童の育成をめざして、このテーマを掲げ研究に取り組ん

だ。 

 

 

４ 活動内容 

 （１）パンジーが繫ぐもの 

        毎年、ＰＴＡでは藤河地区の大きな行事である、夏の「納涼盆踊り大会」と、「藤河地

区文化祭」に、ＰＴＡ活動の一環として参加している。地域との連携を図るために大変有

益な行事である。毎年恒例の行事であるが、この催し物に、子どもたちがただ参加するの

ではなく、「日頃地域でお世話になっている方々へ間接的にでもどう関わらせればよいの

だろうか？」という視点から、「藤河地区文化祭」に間接的に関わることを計画してみた。

ＰＴＡ役員は、文化祭当日うどんとおにぎりの販売のお手伝いを行っている。そこで、藤

河地区にある公園の花壇や、地域の方々の庭先に咲く花を育ててみようということになり、

パンジーを種から育てることになった。 

        まだ蝉の声が聞こえる夏の暑い時期に、種をまき、葉が３～４枚になったらポットに植 

   え替え、水をかけ肥料をやり、そして花が咲いたら藤河地区文化祭で地域の方々に配布し 

   ようという形で、パンジーの育成が始まった。 

        ゴマよりも小さな種から、本当に芽が出、きれいな花を咲かせてくれるのか不安もあっ 

   たが、文化祭当日、あいにくの雨模様の中たくさんの方々が来られた会場で、準備した３ 

   ００の苗があっという間になくなってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さな芽が出てきたのは、種を植えて約１週間後。大きくなあれっ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  初めての試みであったが、地域の方々は、き

れいに咲いたパンジーのポットを持つ子どもた

ちの笑顔をみて、「庭に咲かそう！」「種から

育てたのはすごいねぇ！」「まあ、よう育っち

ょるねぇ！」と言われながら、雨の中パンジー

の苗を持って帰られていました。 

 ある地区の方は、「子どもたちが育てたパン

ジーだから、わたしらぁの地区の公園の花壇に

植えるよ。」と言われて、パンジーの苗が入っ

ているケースごと持って帰られました。       

   パンジーの花が地域と保護者、そして学校と 

をしっかりと繫いでくれた感じでした。 

 

 

運動会が済んだ頃には、３～４枚の葉っぱが！ こんなに、たくさん！ 

水やりは、僕たちが！   きれいに咲いたでしょう！ 

藤河小の子どもたちが心を込めて 
水やりをして大きくなったパンジーを！ 



 （２）サツマイモの植え付け 

        藤河小学校の周りは、自然がいっぱいです。春には桜、夏には眩しい緑の木々、秋には 

   山々の紅葉と校庭の銀杏、そして冬には綿帽子をかぶったような雪景色。藤河地区では四 

   季の情景をじっくりと味わうことができます。そこで、学校の中には大きな畑がないこと 

   から、近くのお家の方にお願いして、サツマイモを植える畑を借りることにしました。 

        畑を耕すのは大人の役目ですが、生活科の学習の一環として１・２年生の子どもたちが 

   植えるサツマイモ畑を作りました。しかし、６月にサツマイモの苗を植え、秋にはたくさ 

   んのサツマイモを収穫しようと子どもたちは本当に楽しみにして、暑い中水やりをしたり 

   草を引いたりしていました。暑い中ペットボトルに水 

   を入れての水やりでは大きくならないかな？というこ 

   とで、１００ｍ近いホースを購入しいつでも水やりが 

   できるように準備をしました。自然がいっぱいという 

   ことは、山にすむ生き物たち（イノシシ・タヌキなど） 

   も当然たくさん住んでいます。そこで、イノシシ対策 

   として猛獣よけの柵を用意し、畑の周りをがっちりと 

   囲いました。そして、夏休み。夏の日射しを浴びてサツマイモの茎はどんどん大きくなっ 

   ていきます。サツマイモの葉も、ホースから撒かれる水を浴びて日に日に大きくなってい 

   きます。畑の近くにある、旧藤河中学校のグラウンドでグラウンドゴルフをしておられる 

   地域の方々も「今年から、サツマイモを植えたようじゃのう。大きゅうなりゃあええのう！」 

   と、声をかけていただきました。 

  お盆も近づいた夏の暑い日

の朝、サツマイモ畑を覗いて

みると、なんと柵は倒され、

せっかく大きくなりかけてい

たサツマイモは根こそぎ食べ

られ、サツマイモのうねはぐ

ちゃぐちゃにされていました。

畑を貸していたただいた方に話を聞くと、「うち

もサツマイモを植えたんじゃけど、つい最近イノ

シシにみんなやられてしもうたいね！学校の方も

やられたかね。いけんじゃったねぇ。」と話をし

て下さいました。 

  自然に囲まれているとはいえ、山の栄養が乏し

くなっているのを感じた、暑い夏の朝のことでし

た。 

  

 

 

 

 

ここまで大きくなったのに･････ 
    イモ畑  強者どもが 
              爪のあと！ 



（３）錦川流域河川一斉清掃 

  錦川流域一斉清掃は、「みんなで守ろうふるさ

との清流」と題して毎年７月のはじめに行われて

いる。藤河小学校においても、校区内に流れる清

流を守り育てる目的で参加している。この何年か

は、降雨のため川の水が増水し、一斉清掃が中止

されることが多かった。今年は、曇り空ではあっ

たが、川の増水や雨の心配もなく、早朝より清掃

作業が行われた。当日は、保護者、児童、地域の

方々、そして教職員あわせて、約５０数名の参加

があった。台風や豪雨による災害に見舞われるこ

との多い藤河地区であるが 

「川はその流域の文化や風土を育んできた 

暮らしの源であること」 

ということを心にとめ、錦川がいつまでも美しく 

あるために、藤河地区だけでなく流域の住民が手 

を取り合って、自然豊かな清流を守り育てていく 

ことは子どもたちの豊かな心の醸成につながると 

考え、ＰＴＡの活動の一つとして参加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どこからこんなにゴミが流れてきたの？ 



 （４）その他の活動 

   ○ 藤河地区納涼盆踊り大会 

     昨年度は、豪雨による被害のため中止となった盆踊り大会が、今年はお盆の８月１４ 

    日（土）無事に、旧藤河中学校グランドで行われた。藤河小ＰＴＡはこの盆踊り大会で 

    「受付」「飲み物」「景品」「夜店」の係を毎回引き受けている。盆踊り大会の実行委 

    員会には、ＰＴＡ会長と４地区の子ども会の役員さん、そして社会福祉協議会の一員と 

    して学校長が入り、地区の納涼盆踊り大会にＰＴＡ活動の一つとして参加している。前

日の準備はもちろんのことだが、７月のおわり

に実行委員会のメンバー約５０名が参加し、グ

ラウンド整備を行った。ＰＴＡ役員も、朝早く

からこれに参加している。 

 当日は藤河地区だけでなく、お盆を利用して

帰省してきた方や、藤河小学校の子どもたちも

参加して、盆踊り大会が盛大に催された。地域

の方々が、「だんだんと希薄になる人間関係の

繋がりを、少しでも深めるために来年も頑張り

ましょう。」と言われていたが、保護者と地域、

そして学校とがより連携を深めるためにもこの

活動を継続していきたいと考えている。 

 

 

５ 成果と課題 

○ 研究の成果   

 昨年度の成果を踏まえ、本年度も山口県ＰＴ

Ａ連合会のＰＴＡ活動支援助成事業指定校とし

てこの１年間活動に取り組んできた。学校と家

庭とのより密接な連携づくりから、本年度は学

校と家庭という枠に、地域とのより密接な連携

づくりを組み入れた視点に立ち、活動に取り組

んだ。山口県では、コミュニティースクールを

基盤にした、社会総がかりによる「地域教育力

日本一」の取組を推し進めている。藤河小学校

は、本年度末にはコミュニティースクール（学

校運営協議会）を立ち上げる予定である。その

ためにも、本年度、地域とのより密接な連携を

深め、地域で子どもたちの成長を促し、そして、 

    支援していくことをテーマにした取組は、大変有効であったと感じている。取り組んだ 

    内容はこれまで継続しているものが多いが、取組の内容を見直しながらより密接な連携 

    づくりのために、どのような方策を立てて実践すればよいのかを洗い直すことができた 

    ことは、これからの 活動に大いに役立つのではないかと感じている。 

 

 

 

景品係は大忙し！今年は何が１等賞かな？ 

地域の方々と一緒にむかしの遊び 

お手玉ってこんなのなんだぁ 



  ○ 課題と今後の方向性 

      ＰＴＡ活動の中に新たな活動を取り入れ 

  ることは、難しいと感じることが多いが、 

  本年度のように、これまで取り組んできた 

  ことをベースに、より密接な連携を図る方 

  策はどうしたらよいかという視点でＰＴＡ 

  活動を見直していくことで、学校と保護者 

  だけでなく、地域も巻き込んだ連携のあり 

  方が、より活性化されたＰＴＡ活動につな 

  がっていくのではないかと思えた。 

      今回、収穫できなかったサツマイモにつ 

  いては、次年度もチャレンジしていきたい 

  と考えている。また、地区の文化祭で好評だったパンジーの育成は、次年度も継続していき 

  たい。小さな種から赤や黄色、紫などの色とりどりの花を咲かせることは、子どもたちの心 

  を耕し、豊かな心の育成に繋がっていくと考えている。計画的に取組む方策をこれから検討 

  していきたいと思う。 

 

  次年度も、「がんばろう！藤河の子どもたち！」「育てよう！藤河の子どもたち！」を合い

言葉に、学校・家庭・地域の３者がより密接な連携を構築し、本校の子どもたちそれぞれの夢

の実現に向けた実りのあるＰＴＡ活動に取り組んでいきたいと考えている。 


